
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 ＊上段は中間報
告、下段は最終報告

・１・2年次生対象にキャリアガイ
ダンスを実施したが、いずれも参加
者が少なかった。実施の時期と方法
に問題があったと分析している。来
年度は、オリエンテーション期間で
の実施を計画したい。

△ △

オリエンテーション期間に、低年次
キャリアガイダンスの実施を検討し
ているが日程調整中である。

△ △

・１・2年生対象の低年次向けキャ
リアガイダンスは、3回実施した。
・大学3年生、短大1年生を対象とし
た就職ガイダンスは、10月末の時点
で7回を終了した。ガイダンスの他
に就職セミナーを随時開催してい
る。

○ ◎

就職ガイダンスの平均参加率は、
(人文・経営)5割、(薬学)6割、(短
大)6割であった。ガイダンス内容に
より参加者数に変動があったため、
次年度の計画の際、参考とする。

○ ○

・就職ガイダンスでアンケートを実
施し、集計結果を課内で回覧してい
る。
・進路決定に関するアンケート回収
が例年より早く出来そうであるた
め、集計を前倒しして、2月末には
学生に配付できるか検討中である。
・学内課外講座は、ほぼ昨年度並み
の受講者である。来年度の開講に向
け精査していく。

○ ○

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： キャリアセンター(キャリア支援・開発課）

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

・各ガイダンスにおいて進路選択・
就職支援の体制及び内容を周知す
る。

・1・2年次生対象のキャリアガイダ
ンスでキャリアセンターについての
周知を行う。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンスを
実施する。

・進路選択の支援として1・2年生を
対象に低年次キャリアガイダンスを
実施する。
・3年生を対象に就職活動の支援とな
る就職ガイダンスを実施する。

・1･2年次生対象の低年次向けキャ
リアガイダンスは年2回以上、就職
ガイダンスは年間20回程度、2018年
2月までに実施する。

・ガイダンスのアンケート結果を課
内で共有し、学生対応に反映させる
と共に次年度に向けたガイダンスの
内容について検討する。
・進路決定に関するアンケートの結
果を課内で共有し、課題について対
策を講じて学生の進路支援に対する
満足度80%を目指す。
・学内課外講座について、受講者数
をもとに内容の見直しを図る。

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

・各ガイダンスでアンケートを実施
し、結果を基に自己点検評価を行
う。
・学内課外講座について見直しを図
る

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適

切に行う。



・進路決定のアンケートをもとにプ
レイスメントブックNo.2を2月に納
品し、3月の企業の広報開始前に配
布した。進路支援についての満足度
はこれからの詳細についての集計に
よる。就職活動の日程が大きく変わ
らなければ次年度もプレイスメント
ブックを早期に配布する。
・課外講座について、今年度の受講
状況の結果、ITパスポート講座を次
年度不開講とする。

○ ○

・ガイダンスのアンケート結果を課
内で共有し、学生対応に反映させる
と共に次年度に向けたガイダンスの
内容について検討する。
・進路決定に関するアンケートの結
果を課内で共有し、課題について対
策を講じて学生の進路支援に対する
満足度80%を目指す。
・学内課外講座について、受講者数
をもとに内容の見直しを図る。

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

・各ガイダンスでアンケートを実施
し、結果を基に自己点検評価を行
う。
・学内課外講座について見直しを図
る

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適

切に行う。


